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地
域
で
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
際
、

人
手
の
確
保
が
難
し
い
現
状
が
あ
る
。
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
大
学
生
等
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加
で
き
る
仕
組
み
づ
く

り
が
で
き
な
い
か
。

　
　
学
校
給
食
の
食
品
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

は
、
令
和
４
年
に
試
行
、
５
年
に
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
と
小
学
校
３
校
の
４
施
設
で

本
格
実
施
し
、
６
年
は
小
・
中
学
校
10
校

市
立
学
校
の
学
校
生
活
を
紹
介
す
る
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
の
周
知
状
況
と
多
言
語
化
の
進

捗
状
況
は
。

　
　
令
和
６
年
12
月
に
新
規
の
健
康
保
険

証
の
発
行
を
停
止
し
、
マ
イ
ナ
保
険
証
に

移
行
し
た
が
、
予
防
接
種
や
子
ど
も
医
療

費
助
成
に
活
用
で
き
な
い
か
。

　
　
本
市
の
給
食
費
は
、
食
材
費
に
加
え

光
熱
費
を
入
れ
る
と
、
政
令
指
定
都
市
に

お
い
て
１
番
高
い
。
物
価
高
騰
が
続
く
中
、

子
育
て
世
代
へ
寄
り
添
う
た
め
、
無
償
化

を
含
め
踏
み
込
ん
だ
支
援
策
が
必
要
で
は
。

　
　
多
文
化
共
生
事
業
と
し
て
取
り
組
む
、

　
　
ア
リ
ー
ナ
整
備
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
の
中
間
報
告
か
ら
読
み
取
れ
る
課
題
は

何
か
。
ま
た
、
課
題
に
対
し
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
が
必
要
か
。

　
　
若
者
か
ら
見
た
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く

り
を
テ
ー
マ
に
、
令
和
６
年
10
月
と
11
月

に
高
校
生
と
実
施
し
た
大
盛
ト
ー
ク
で
、

特
に
印
象
に
残
っ
た
意
見
は
。
ま
た
、
今

後
の
実
施
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
　
犬
島
で
は
、
閉
鎖
し
た
簡
易
郵
便
局

が
年
内
に
も
再
開
し
、
若
者
が
Ⅰ
タ
ー
ン

す
る
予
定
が
あ
る
。
島
に
移
住
・
定
住
す

る
若
い
世
代
や
、
受
け
入
れ
る
島
民
の
思

い
や
願
い
を
聴
き
取
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

望
ま
な
い
妊
娠
や
予
期
せ
ぬ
妊
娠
を

し
た
と
き
に
、
相
談
し
や
す
い
体
制
と
、

Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
適
切
な
支

援
に
つ
な
げ
る
体
制
が
重
要
だ
。
妊
娠
か

ら
出
産
後
１
年
未
満
の
母
子
、
そ
の
家
族

を
対
象
に
専
門
の
職
員
が
相
談
に
応
じ
る

さ
ん
さ
ん
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
窓
口
相

談
と
電
話
対
応
の
み
で
あ
る
。
メ
ー
ル
や

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
の
相
談
窓
口
を
設
け
て
は

ど
う
か
。

人
に
対
し
、
岡
山
城
は
約
43
万
人
と
少
な

い
こ
と
が
課
題
だ
。
こ
の
問
題
を
解
決
す

る
た
め
、
一
体
的
に
楽
し
め
る
仕
掛
け
の

検
証
を
Ｇ
ｏ
ｖ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ

Ｃ
ｈ
ａ
ｌ
ｌ

ｅ
ｎ
ｇ
ｅ

Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
に
お
い
て

行
っ
て
い
る
が
、
事
業
へ
の
応
募
数
や
提

案
内
容
、
実
証
実
験
の
内
容
は
。
ま
た
、

事
業
の
進
捗
状
況
と
見
通
し
は
。

後
楽
園
の
年
間
入
園
者
数
が
約
78
万

を
含
め
11
施
設
へ
拡
充
し
た
。
実
績
と
評

価
は
。
ま
た
、
新
岡
山
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
で
も
事
業
を
実
施
す
る
の
か
。

※

１

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
ア
リ
ー
ナ
整
備
を

期
待
す
る
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
期
待
す
る

が
６
割
を
超
え
て
い
た
。
一
方
で
、
期
待
し

な
い
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
期
待
し
な
い
が

３
割
程
度
あ
っ
た
が
、
規
模
感
を
ア
リ
ー
ナ

整
備
検
討
会
議
で
示
し
た
と
こ
ろ
、
結
果
が

変
わ
り
つ
つ
あ
り
、
理
解
が
得
ら
れ
始
め
た

と
感
じ
て
い
る
。
整
備
に
反
対
の
方
に
は
丁

寧
に
説
明
を
行
い
、
多
く
の
市
民
が
期
待
し
、

わ
く
わ
く
感
を
持
て
る
よ
う
に
し
た
い
。
今

後
も
丁
寧
な
情
報
発
信
に
努
め
、
事
業
費
や

運
営
費
の
具
体
的
な
議
論
を
市
議
会
や
市
民

と
進
め
て
い
く
。

「
農
業
を
始
め
た
い
が
最
初
に
多
額
の

費
用
が
か
か
り
、
個
人
で
は
な
か
な
か
で
き

な
い
の
で
は
」
、
「
新
し
い
ア
リ
ー
ナ
で
有

名
な
フ
ェ
ス
を
観
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
う
れ

　
　
５
年
度
は
約
48
・
５
ト
ン
の
給
食
残
さ

を
リ
サ
イ
ク
ル
し
、
約
10
・
８
ト
ン
の
二
酸

化
炭
素
を
削
減
で
き
た
。
６
年
度
は
約
96
ト

ン
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
、
約
20
・
７
ト
ン
の
二

酸
化
炭
素
を
削
減
見
込
み
だ
。
本
事
業
は
、

二
酸
化
炭
素
の
削
減
に
効
果
的
で
あ
り
、
８

年
度
か
ら
供
用
開
始
と
な
る
新
岡
山
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
も
対
象
と
す
る
計
画
で
あ
る
。

無
償
化
は
、
毎
年
多
額
の
財
源
が
継
続

的
に
必
要
と
な
り
、
市
単
独
で
の
実
施
は
困

令
和
３
年
度
か
ら
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
活
用
し

た
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
も
実
施
し
て
い
る
。
相

談
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
は
重
要
で
あ
り
、

メ
ー
ル
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
対
応
も
含
め
検
討

し
て
い
き
た
い
。

難
で
あ
る
た
め
、
国
に
恒
久
的
な
制
度
の
創

設
と
必
要
な
財
源
措
置
を
要
望
し
て
い
る
。

他
都
市
と
比
較
し
費
用
が
高
い
点
に
つ
い

て
は
検
討
し
、
燃
料
費
の
公
費
負
担
を
含
め
、

保
護
者
負
担
軽
減
に
向
け
努
力
し
て
い
く
。

　
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
就
学
課
の
窓
口
で

相
談
者
へ
提
供
し
て
い
る
。
今
後
は
、
研
修

の
機
会
を
活
用
し
学
校
に
も
周
知
し
て
い
く
。

　
現
在
、
英
語
、
中
国
語
、
韓
国
語
、
ベ
ト

ナ
ム
語
の
４
か
国
語
に
翻
訳
す
る
作
業
を
行

っ
て
お
り
、
令
和
６
年
度
中
の
で
き
る
だ
け

早
い
時
期
に
完
成
さ
せ
た
い
。

　
　
予
防
接
種
に
つ
い
て
は
、
国
は
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
資
格
確
認
、
接

種
状
況
や
副
反
応
疑
い
の
報
告
等
に
関
す
る

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
整
備
を
進
め
て
お
り
、
本

市
も
導
入
に
向
け
準
備
を
進
め
る
。
子
ど
も

医
療
費
、
心
身
障
害
者
医
療
費
、
ひ
と
り
親

家
庭
等
医
療
費
の
助
成
制
度
に
つ
い
て
は
、

資
格
確
認
に
対
応
す
る
シ
ス
テ
ム
改
修
を
行

っ
て
い
る
。

17
社
か
ら
応
募
が
あ
り
、
採
択
し
た
提

案
は
、
岡
山
城
と
後
楽
園
を
観
光
客
が
一
体

的
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
イ
ラ

ス
ト
マ
ッ
プ
で
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
た
看

板
情
報
な
ど
も
確
認
で
き
、
自
動
翻
訳
機
能

を
使
っ
た
多
言
語
化
や
音
声
ガ
イ
ド
化
も
で

き
る
も
の
だ
。
現
在
、
デ
ジ
タ
ル
マ
ッ
プ
を

構
築
し
て
お
り
、
今
後
実
証
実
験
を
行
い
回

遊
性
向
上
の
効
果
検
証
を
行
う
。

　
　
移
住
者
を
含
む
島
民
の
思
い
や
状
況
を

把
握
し
て
い
く
こ
と
は
、
犬
島
の
振
興
に
向

け
て
重
要
な
こ
と
と
考
え
る
。
犬
島
に
お
け

る
事
業
の
実
施
は
、
関
係
部
署
の
職
員
が
島

民
と
対
話
を
行
い
な
が
ら
進
め
て
お
り
、
機

会
を
捉
え
把
握
し
て
い
き
た
い
。

　
な
お
、
医
療
機
関
等
で
は
７
年
度
以
降
、

シ
ス
テ
ム
改
修
が
で
き
次
第
、
資
格
確
認
が

可
能
に
な
る
予
定
。

　
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
イ
ベ
ン
ト
等
を
実
施
す

る
際
、
本
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
イ
ト
つ
な
が
る
協
働
ひ
ろ

ば
」
へ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
情
報
が
掲

載
可
能
で
あ
り
、
高
校
生
や
大
学
生
の
利
用

も
多
く
見
ら
れ
る
。

　
町
内
会
等
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
す
る

場
合
に
も
、
こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
で

き
る
よ
う
、
現
在
検
討
し
て
い
る
。

・

し
い
し
観
光
客
も
増
え
る
の
で
は
」
等
の
意

見
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
意
見
を
十
分
頭
に

入
れ
、
今
後
の
市
政
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
今
後
の
テ
ー
マ
は
決
め
て
い
な
い

が
、
若
者
と
の
ト
ー
ク
の
継
続
も
含
め
検
討

し
て
い
き
た
い
。

※
３

一
般
質
問

４

一
般
質
問

一
般
質
問

32
人
の
議
員
が
行
っ
た
質
問
の
中
か
ら
、
い
く
つ
か
を
取
り
上
げ
て
要
旨
を
掲
載

一
般
質
問
は
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
議
会
中
継
で
配
信
し
て
い
ま
す
。

町
内
会
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要

給
食
残
さ
を
リ
サ
イ
ク
ル
し

地
球
温
暖
化
対
策
に
貢
献

予
防
接
種
や
医
療
費
助
成
で

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用

ア
リ
ー
ナ
整
備
に
向
け
た
展
望

高
校
生
か
ら
積
極
的
な
意
見
が

あ
っ
た
「
大
盛
ト
ー
ク
」

妊
娠
時
に
相
談
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
を

後
楽
園
と
岡
山
城
の
周
遊
促
進

５

島
民
の
思
い
や
願
い
を
聴
き
取
る

学
校
給
食
費
の

保
護
者
負
担
軽
減
に
向
け
て

外
国
人
市
民
へ
学
校
生
活
を

多
言
語
で
紹
介

ま
ち
づ
く
り
・

く
ら
し

福
祉
・
産
業

※

２

給食残さをバイオガス発電に活用

マイナンバーカードの利便性を向上後楽園と岡山城の回遊性向上に向け取り組む

大森市長と高校生が盛んに意見交換を行った
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人
手
の
確
保
が
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現
状
が
あ
る
。
地

域
コ
ミ
ュ
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活
動
に
大
学
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の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加
で
き
る
仕
組
み
づ
く

り
が
で
き
な
い
か
。

　
　
学
校
給
食
の
食
品
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

は
、
令
和
４
年
に
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行
、
５
年
に
学
校
給

食
セ
ン
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と
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学
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３
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４
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実
施
し
、
６
年
は
小
・
中
学
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光
熱
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と
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が
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く
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、

子
育
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へ
寄
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添
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盛
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に
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た
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後
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考
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か
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犬
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で
は
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内
に
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、
若
者
が
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が
あ
る
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住
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る
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世
代
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、
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の
思

い
や
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を
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取
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必
要
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る
が
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か
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望
ま
な
い
妊
娠
や
予
期
せ
ぬ
妊
娠
を

し
た
と
き
に
、
相
談
し
や
す
い
体
制
と
、

Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
適
切
な
支

援
に
つ
な
げ
る
体
制
が
重
要
だ
。
妊
娠
か

ら
出
産
後
１
年
未
満
の
母
子
、
そ
の
家
族

を
対
象
に
専
門
の
職
員
が
相
談
に
応
じ
る

さ
ん
さ
ん
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
窓
口
相

談
と
電
話
対
応
の
み
で
あ
る
。
メ
ー
ル
や

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
の
相
談
窓
口
を
設
け
て
は

ど
う
か
。

人
に
対
し
、
岡
山
城
は
約
43
万
人
と
少
な

い
こ
と
が
課
題
だ
。
こ
の
問
題
を
解
決
す

る
た
め
、
一
体
的
に
楽
し
め
る
仕
掛
け
の

検
証
を
Ｇ
ｏ
ｖ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
　 

Ｃ
ｈ
ａ
ｌ
ｌ

ｅ
ｎ
ｇ
ｅ
　
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
に
お
い
て

行
っ
て
い
る
が
、
事
業
へ
の
応
募
数
や
提

案
内
容
、
実
証
実
験
の
内
容
は
。
ま
た
、

事
業
の
進
捗
状
況
と
見
通
し
は
。

　
　
後
楽
園
の
年
間
入
園
者
数
が
約
78
万

を
含
め
11
施
設
へ
拡
充
し
た
。
実
績
と
評

価
は
。
ま
た
、
新
岡
山
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
で
も
事
業
を
実
施
す
る
の
か
。

※

１

　
　
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
ア
リ
ー
ナ
整
備
を

期
待
す
る
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
期
待
す
る

が
６
割
を
超
え
て
い
た
。
一
方
で
、
期
待
し

な
い
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
期
待
し
な
い
が

３
割
程
度
あ
っ
た
が
、
規
模
感
を
ア
リ
ー
ナ

整
備
検
討
会
議
で
示
し
た
と
こ
ろ
、
結
果
が

変
わ
り
つ
つ
あ
り
、
理
解
が
得
ら
れ
始
め
た

と
感
じ
て
い
る
。
整
備
に
反
対
の
方
に
は
丁

寧
に
説
明
を
行
い
、
多
く
の
市
民
が
期
待
し
、

わ
く
わ
く
感
を
持
て
る
よ
う
に
し
た
い
。
今

後
も
丁
寧
な
情
報
発
信
に
努
め
、
事
業
費
や

運
営
費
の
具
体
的
な
議
論
を
市
議
会
や
市
民

と
進
め
て
い
く
。

　
　
「
農
業
を
始
め
た
い
が
最
初
に
多
額
の

費
用
が
か
か
り
、
個
人
で
は
な
か
な
か
で
き

な
い
の
で
は
」
、
「
新
し
い
ア
リ
ー
ナ
で
有

名
な
フ
ェ
ス
を
観
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
う
れ

　
　
５
年
度
は
約
48
・
５
ト
ン
の
給
食
残
さ

を
リ
サ
イ
ク
ル
し
、
約
10
・
８
ト
ン
の
二
酸

化
炭
素
を
削
減
で
き
た
。
６
年
度
は
約
96
ト

ン
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
、
約
20
・
７
ト
ン
の
二

酸
化
炭
素
を
削
減
見
込
み
だ
。
本
事
業
は
、

二
酸
化
炭
素
の
削
減
に
効
果
的
で
あ
り
、
８

年
度
か
ら
供
用
開
始
と
な
る
新
岡
山
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
も
対
象
と
す
る
計
画
で
あ
る
。

　
　
無
償
化
は
、
毎
年
多
額
の
財
源
が
継
続

的
に
必
要
と
な
り
、
市
単
独
で
の
実
施
は
困

　
　
令
和
３
年
度
か
ら
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
活
用
し

た
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
も
実
施
し
て
い
る
。
相

談
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
は
重
要
で
あ
り
、

メ
ー
ル
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
対
応
も
含
め
検
討

し
て
い
き
た
い
。

難
で
あ
る
た
め
、
国
に
恒
久
的
な
制
度
の
創

設
と
必
要
な
財
源
措
置
を
要
望
し
て
い
る
。

　
他
都
市
と
比
較
し
費
用
が
高
い
点
に
つ
い

て
は
検
討
し
、
燃
料
費
の
公
費
負
担
を
含
め
、

保
護
者
負
担
軽
減
に
向
け
努
力
し
て
い
く
。

　
　
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
就
学
課
の
窓
口
で

相
談
者
へ
提
供
し
て
い
る
。
今
後
は
、
研
修

の
機
会
を
活
用
し
学
校
に
も
周
知
し
て
い
く
。

　
現
在
、
英
語
、
中
国
語
、
韓
国
語
、
ベ
ト

ナ
ム
語
の
４
か
国
語
に
翻
訳
す
る
作
業
を
行

っ
て
お
り
、
令
和
６
年
度
中
の
で
き
る
だ
け

早
い
時
期
に
完
成
さ
せ
た
い
。

　
　
予
防
接
種
に
つ
い
て
は
、
国
は
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
資
格
確
認
、
接

種
状
況
や
副
反
応
疑
い
の
報
告
等
に
関
す
る

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
整
備
を
進
め
て
お
り
、
本

市
も
導
入
に
向
け
準
備
を
進
め
る
。
子
ど
も

医
療
費
、
心
身
障
害
者
医
療
費
、
ひ
と
り
親

家
庭
等
医
療
費
の
助
成
制
度
に
つ
い
て
は
、

資
格
確
認
に
対
応
す
る
シ
ス
テ
ム
改
修
を
行

っ
て
い
る
。

　
　
17
社
か
ら
応
募
が
あ
り
、
採
択
し
た
提

案
は
、
岡
山
城
と
後
楽
園
を
観
光
客
が
一
体

的
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
イ
ラ

ス
ト
マ
ッ
プ
で
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
た
看

板
情
報
な
ど
も
確
認
で
き
、
自
動
翻
訳
機
能

を
使
っ
た
多
言
語
化
や
音
声
ガ
イ
ド
化
も
で

き
る
も
の
だ
。
現
在
、
デ
ジ
タ
ル
マ
ッ
プ
を

構
築
し
て
お
り
、
今
後
実
証
実
験
を
行
い
回

遊
性
向
上
の
効
果
検
証
を
行
う
。

　
　
移
住
者
を
含
む
島
民
の
思
い
や
状
況
を

把
握
し
て
い
く
こ
と
は
、
犬
島
の
振
興
に
向

け
て
重
要
な
こ
と
と
考
え
る
。
犬
島
に
お
け

る
事
業
の
実
施
は
、
関
係
部
署
の
職
員
が
島

民
と
対
話
を
行
い
な
が
ら
進
め
て
お
り
、
機

会
を
捉
え
把
握
し
て
い
き
た
い
。

　
な
お
、
医
療
機
関
等
で
は
７
年
度
以
降
、

シ
ス
テ
ム
改
修
が
で
き
次
第
、
資
格
確
認
が

可
能
に
な
る
予
定
。

　
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
イ
ベ
ン
ト
等
を
実
施
す

る
際
、
本
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
イ
ト
つ
な
が
る
協
働
ひ
ろ

ば
」
へ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
情
報
が
掲

載
可
能
で
あ
り
、
高
校
生
や
大
学
生
の
利
用

も
多
く
見
ら
れ
る
。

　
町
内
会
等
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
す
る

場
合
に
も
、
こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
で

き
る
よ
う
、
現
在
検
討
し
て
い
る
。

・

し
い
し
観
光
客
も
増
え
る
の
で
は
」
等
の
意

見
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
意
見
を
十
分
頭
に

入
れ
、
今
後
の
市
政
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
今
後
の
テ
ー
マ
は
決
め
て
い
な
い

が
、
若
者
と
の
ト
ー
ク
の
継
続
も
含
め
検
討

し
て
い
き
た
い
。
　

※

３

一
般
質
問

４

一
般
質
問

一
般
質
問

32
人
の
議
員
が
行
っ
た
質
問
の
中
か
ら
、
い
く
つ
か
を
取
り
上
げ
て
要
旨
を
掲
載

一
般
質
問
は
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
議
会
中
継
で
配
信
し
て
い
ま
す
。

町
内
会
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要

給
食
残
さ
を
リ
サ
イ
ク
ル
し

地
球
温
暖
化
対
策
に
貢
献

予
防
接
種
や
医
療
費
助
成
で

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用

ア
リ
ー
ナ
整
備
に
向
け
た
展
望

高
校
生
か
ら
積
極
的
な
意
見
が

あ
っ
た
「
大
盛
ト
ー
ク
」

妊
娠
時
に
相
談
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
を

後
楽
園
と
岡
山
城
の
周
遊
促
進

５

島
民
の
思
い
や
願
い
を
聴
き
取
る

学
校
給
食
費
の

保
護
者
負
担
軽
減
に
向
け
て

外
国
人
市
民
へ
学
校
生
活
を

多
言
語
で
紹
介

ま
ち
づ
く
り
・

く
ら
し

福
祉
・
産
業

※

２

給食残さをバイオガス発電に活用

マイナンバーカードの利便性を向上後楽園と岡山城の回遊性向上に向け取り組む

大森市長と高校生が盛んに意見交換を行った



※5【設計支援委員】
不特定多数の人が利用する施設の整備にあたり、
高齢者、障がい者など誰もが使いやすいものに
するために、利用する立場から意見をする委員

※4【桃太郎のまち健康推進応援団】
市内全域で健康に対する意識を高め、健康づ
くりの取り組みが各地域で活発化することを
目的に、本市と一緒に取り組む企業や団体等

※6【ため池監視システム】
ため池に水位計やカメラを設置し、
水位や堤体の状況など、ため池に
関する情報を監視するシステム

　
　
前
立
腺
が
ん
な
ど
の
手
術
を
受
け
た

影
響
で
、
大
人
用
の
お
む
つ
や
パ
ッ
ド
を

使
用
す
る
男
性
が
安
心
し
て
外
出
で
き
る

よ
う
、
市
有
施
設
の
男
性
ト
イ
レ
に
サ
ニ

タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
て
い
る
。
民

間
企
業
に
も
広
め
る
取
り
組
み
は
あ
る
か
。

　
　
た
め
池
は
災
害
時
に
危
険
性
が
あ
る

こ
と
や
、
池
を
管
理
す
る
農
家
の
高
齢
化

に
よ
り
、
管
理
も
限
界
に
近
づ
い
て
い
る

と
い
う
懸
念
が
あ
る
。
た
め
池
監
視
シ
ス

テ
ム
は
、
水
か
さ
を
24
時
間
観
測
し
遠
隔

で
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
モ
デ

ル
地
域
を
決
め
て
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
発
生
が
予
想
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地

震
は
、
本
市
で
最
大
震
度
６
強
と
想
定
さ

れ
て
い
る
。
発
災
時
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

市
民
生
活
へ
の
影
響
と
復
旧
目
標
は
。
ま

た
、
地
震
災
害
の
ハ
ー
ド
対
策
は
あ
る
か
。

　
　
在
宅
で
人
工
呼
吸
器
等
医
療
機
器
を

使
用
し
て
い
る
方
は
、
各
地
で
起
こ
る
災

害
時
の
停
電
に
大
き
な
不
安
を
抱
え
て
い

る
。
他
の
自
治
体
で
は
非
常
用
電
源
の
貸

出
登
録
制
度
や
購
入
補
助
、
人
工
呼
吸
器

等
の
電
源
供
給
確
保
な
ど
の
取
り
組
み
が

進
ん
で
い
る
。
電
源
供
給
確
保
が
必
要
な

人
数
を
把
握
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
本
市

も
非
常
用
電
源
の
購
入
補
助
金
を
検
討
で

き
な
い
か
。

　
　
近
年
、
台
風
や
豪
雨
に
よ
る
倒
木
が

増
加
し
て
い
る
が
、
街
路
樹
や
公
園
樹
木

の
定
期
的
な
点
検
や
剪
定
な
ど
、
倒
木
リ

ス
ク
を
減
ら
す
た
め
の
予
防
策
は
十
分
行

わ
れ
て
い
る
か
。

　
本
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
民
間
施
設
へ

の
設
置
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
ま
た
、
桃
太

郎
の
ま
ち
健
康
推
進
応
援
団
へ
設
置
を
呼
び

か
け
る
と
と
も
に
、
同
応
援
団
向
け
の
健
康

経
営
セ
ミ
ナ
ー
で
も
お
願
い
を
し
て
い
る
。

今
後
は
、
設
計
支
援
委
員
の
意
見
を
聴
く
会

の
場
等
を
活
用
し
、
不
特
定
多
数
の
方
が
利

用
す
る
施
設
へ
の
設
置
を
呼
び
か
け
て
い
く
。

　
　
水
道
施
設
の
断
水
影
響
は
発
災
直
後
で

約
47
万
人
に
及
び
、
断
水
解
消
ま
で
28
日
間

と
想
定
。
ハ
ー
ド
対
策
と
し
て
は
、
管
路
や

た
め
池
監
視
シ
ス
テ
ム
は
、
現
地
へ
赴

　
　
街
路
樹
、
公
園
樹
木
と
も
に
、
年
間
を

通
じ
て
剪
定
や
落
ち
葉
な
ど
の
清
掃
を
行
っ

て
お
り
、
台
風
シ
ー
ズ
ン
前
に
は
樹
木
の
状

態
を
点
検
す
る
よ
う
努
め
て
い
る
。
ま
た
、

公
園
樹
木
の
管
理
で
は
、
愛
護
委
員
会
の
協

力
に
よ
り
随
時
点
検
を
行
い
、
枯
れ
枝
や
枯

れ
木
、
幹
や
根
元
の
ぐ
ら
つ
き
な
ど
の
異
常

が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
、
枝
の
撤
去
や
樹
木

の
伐
採
等
を
行
っ
て
い
る
。
　

　
こ
の
よ
う
な
点
検
や
対
応
を
計
画
的
に
進

め
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
樹
木
台
帳
の
整
備

　活
用
を
検
討
す
る
。

　
　
電
源
供
給
確
保
が
必
要
な
人
数
の
把
握

は
で
き
て
い
な
い
が
、
停
電
時
の
非
常
用
電

源
の
確
保
は
重
要
と
認
識
し
て
い
る
。
現
在
、

関
係
部
局
と
と
も
に
医
療
関
係
者
も
参
加
し

た
協
議
の
場
を
設
け
て
お
り
、
補
助
金
に
よ

る
電
源
購
入
な
ど
も
含
め
、
今
後
協
議
を
進

め
て
い
き
た
い
。

施
設
の
更
新
時
に
耐
震
化
を
図
っ
て
お
り
、

特
に
浄
水
施
設
の
耐
震
化
率
は
令
和
13
年
度

に
は
82
・
１
％
へ
向
上
す
る
見
込
み
。
ま
た
、

下
水
道
施
設
で
は
発
災
直
後
、
機
能
停
止
等

で
約
44
万
人
に
影
響
が
及
び
、
使
用
可
能
に

な
る
ま
で
28
日
程
度
と
想
定
。
ハ
ー
ド
対
策

と
し
て
は
、
昭
和
56
年
以
前
の
建
築
基
準
法

の
規
定
に
よ
り
建
設
さ
れ
た
処
理
場
・
ポ
ン

プ
場
の
９
施
設
か
ら
耐
震
対
策
を
計
画
的
に

進
め
て
お
り
、
５
施
設
が
完
了
し
、
２
施
設

の
工
事
を
進
め
て
い
る
。

※

４

※

６

※

５

く
こ
と
な
く
、
水
位
状
況
な
ど
を
安
全
に
確

認
で
き
、
水
位
管
理
の
省
力
化
に
つ
な
が
る
。

現
在
、
導
入
に
つ
い
て
事
業
者
な
ど
か
ら
情

報
収
集
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高校生未来創造議会を開催しました
「こどもまんなか社会」の実現に向け、令和６年

12月18日に本会議場で、児童の権利に関する条約や
こども基本法において規定される意見表明の機会の
一環として、高校生未来創造議会を試行しました。

　岡山後楽館高等学校の２、３年生 2１名が６グループに分かれて、
本会議と同じ形式で質問を行いました。高校生からは「外国人観
光客が路面電車を利用しやすくなる対策は」、「西川緑道公園と下
石井公園の魅力の発信について」といった質問があり、市長、局
長からは、「訪れた方の満足度が高い利用環境をつくっていきた
い」、「ロケ誘致を進めるなど市の魅力を発信していきたい」など
の答弁がありました。
　参加した生徒からは、この経験を生かしてこれからも岡山市を
盛り上げていきたいなどの意見がありました。

自分らしい暮らしを
人生の最期まで送るために

　令和６年12月13日に本会議場で市議会議員研修会を開催
しました。公益社団法人岡山県医師会の松山正春会長を招
き、「岡山県医師会の地域包括ケアの取り組み～移動会長
室事業を中心に～」と題した講演を聴講しました。
　講演では、県民の生活を守り、医師の医療活動を守るこ
とが医師会の役割と示され、災害対応や地域包括ケア、医
師を対象とした研修会の実施など、医師会のさまざまな活
動内容について学びました。
　特に、会長自らが地域に出向き地域住民の生の声を聴く
「移動会長室事業」に力を入れて取り組んでおり、ACP・
人生会議普及啓発活動を中学生・高校生等の若者にも啓発
を行うことが必要と講演されました。

岡山大学医学部卒業。
岡山大学医学部第一外科、
広島県庄原赤十字病院外科を
経て松山胃腸科外科を開設。
平成30年６月から現職。

※ＡＣＰとは…自らが希望する医療
やケアを受けるために大切にしてい
ることや望んでいること、どこでど
のような医療やケアを望むかを自分
自身で前もって考え、周囲の信頼す
る人たちと繰り返し話し合い、共有
する取り組み

松山　正春　氏
まつやま  　     まさはる

こどもまんなか社会の実現に向けた
予算編成に対する提言書を提出

　国のこども大綱では、全てのこどもが心身とも
に幸福に暮らせる「こどもまんなか社会」の実現
を目指す基本方針が示され、さまざまな取り組み
が進められています。
　こども未来創造調査特別委員会では、こどもや
子育て、若者に関する取り組みについて精力的に

調査を行い、令
和６年11月26日
に令和７年度の
当初予算の編成
に対する提言書
を市長に提出し
ました。

岡山市民の終活を支援するための
条例（仮称）案を市長に提出

　住み慣れた地域で安心して生涯を通じ自分らし
くより充実した日々を送り、自らの望む人生を全
うできるように終活を支援することは、国や地方
自治体を挙げての大きな課題です。
　岡山市議会では、市民が取り組む終活を支援し
終活支援に係る施策を推進するための条例の制定

に向け、議員に
よるプロジェク
トチームにて検
討を進め、令和
６年12月12日に
条例案を市長に
提出しました。

、


